
関東支社長野工事事務所

令和８年９月

東日本高速道路株式会社　

設　　計　　図

東寺尾橋(上り線)

上信越自動車道 豊洲高架橋耐震補強工事
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東寺尾橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）落橋防止構造Ｃ１－Ｉ１構造詳細図（その１）～（その３）

東寺尾橋（上り線）Ｐ４橋脚（起点側）落橋防止構造Ｃ１－Ｉ２構造詳細図（その１）～（その３）

東寺尾橋（上り線）通行止め計画図（参考図）

46～48 東寺尾橋（上り線）施工要領図（その１）～（その３）（参考図）

東寺尾橋（上り線）配線系統図（参考図）

東寺尾橋（上り線）Ｐ４橋脚（終点側）縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

東寺尾橋（上り線）Ｐ３橋脚　ＲＣ巻立て一般図

東寺尾橋（上り線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２）

東寺尾橋（上り線）Ａ１橋台　はく落防止対策工Ｂ１一般図

43 東寺尾橋（上り線）Ｐ１橋脚　はく落防止対策工Ｂ１一般図

44 東寺尾橋（上り線）Ｐ４橋脚　はく落防止対策工Ｂ１一般図

東寺尾橋（上り線）Ｐ４橋脚（起点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｉ２　構造詳細図（その２）

40 東寺尾橋（上り線）Ｐ１橋脚　断面修復工Ａ１・コンクリート表面被覆工　詳細図

41 東寺尾橋（上り線）Ｐ４橋脚　断面修復工Ａ１　詳細図

29～32 東寺尾橋（上り線）Ａ２橋台　落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その１～４）

33～35 東寺尾橋（上り線）Ａ２橋台　落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その５～７）（参考図）

36

39

42

45

21 東寺尾橋（上り線）Ｐ４橋脚（終点側）縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

23～25

26～28

東寺尾橋（上り線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て一般図

東寺尾橋（上り線）Ｐ４橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

東寺尾橋（上り線）Ｐ３橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

22

18 東寺尾橋（上り線）Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

19 東寺尾橋（上り線）Ｐ１橋脚（起点側）縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

20 東寺尾橋（上り線）Ｐ１橋脚（起点側）縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

15 東寺尾橋（上り線）Ｐ４橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１）

16 東寺尾橋（上り線）Ｐ４橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２）

17 東寺尾橋（上り線）Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

12 東寺尾橋（上り線）Ｐ３橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１）

13 東寺尾橋（上り線）Ｐ３橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２）

14 東寺尾橋（上り線）Ｐ４橋脚　ＲＣ巻立て一般図

10

11

6

7

8

4 東寺尾橋（上り線）耐震補強一般図

5 東寺尾橋（上り線）Ｐ２橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

東寺尾橋（上り線）数量総括表1

2 東寺尾橋（上り線）橋梁一般図（その１）

9 東寺尾橋（上り線）Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１）

【 図 面 目 録 】

図 面 名 称 図 面 名 称図面番号 図面番号

3 東寺尾橋（上り線）橋梁一般図（その２）

東寺尾橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｉ１　構造詳細図（その１）

37 東寺尾橋（上り線）Ｐ１橋脚（終点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｉ１　構造詳細図（その２）

38 東寺尾橋（上り線）Ｐ４橋脚（起点側）横変位拘束構造Ｍ－Ｉ２　構造詳細図（その１）



東寺尾橋（上り線） 数量総括表

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

大成エンジニアリング株式会社

長　 野 　工　 事　 事　 務　 所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

東寺尾橋（上り線） 数量総括表

ー
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東寺尾橋（上り線）　橋梁一般図（その１）

側面図

S=1:500

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

橋梁一般図（その１）

東寺尾橋（上り線）

1:500

平面図

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

至　長野ＩＣ 至　須坂長野東ＩＣ

至　長野ＩＣ 至　須坂長野東ＩＣ
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3径間連続RC中空床版　PC単純中空床版
PC単純非合成T桁

道路規格

荷　　重

型　　式

支　　間

有効幅員

平面線形

横断勾配

縦断勾配

地震係数

床版コンクリート

床版鉄筋

適用示方書

使用材質

105.300下り線
103.100上り線

桁 長 図 示

1種2級B1(本線)

TL-20,TT-43

22.100・(16.150+16.170+16.150)
3@16.890・30.000・30.000

9.250 斜 角 θ=75°00'

A=600(下り線)　A=500(上り線)

0.4736% 0.650%

2.000%～4.000%片勾配

KH=0.24

σck=240kg/cm2σck=400kg/cm2σck=350kg/cm2

SD35

PC鋼材　12T12.4,12φ5

設 計 条 件

橋　　長

　昭和55年5月　道路橋示方書(基本詳細設計)

　昭和55年5月　道路橋示方書(上部工詳細設計)

標準断面図 S=1:200

S=1:300

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図　示

断面図 S=1:500

S=1:300

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

国道403号線 農道松代東115号線

上 信 越 自 動 車 道 

東寺尾橋（上り線）　橋梁一般図（その２）

橋梁一般図（その２）

東寺尾橋（上り線）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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正 面 図

平 面 図

側 面 図
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構造物掘削　普通部A

構造物掘削　普通部A

構造物掘削　普通部A

7
94

S=1:200東寺尾橋（上り線）Ｐ２橋脚　構造物掘削図　普通部Ａ

東寺尾橋(上り線) Ｐ２橋脚

構造物掘削図 普通部Ａ

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

S=1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

長 野 工 事 事 務 所

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　　施工内容を精査すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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設
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尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

S=1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

長 野 工 事 事 務 所

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　　施工内容を精査すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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尺
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大成エンジニアリング株式会社
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縮
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号面図
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S=1:200

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

長 野 工 事 事 務 所

    1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　　施工内容を精査すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

長 野 工 事 事 務 所

東寺尾橋（上り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て一般図

    3.補強部分(既設面)は、 ＷＪによる表面処理を行うこと。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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S : 溶接ビート幅

    a=0.39・D-4(22＜D)
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東寺尾橋（上り線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１）

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

S=1:100

東寺尾橋（上り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その１）

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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(M12ネジ加工)

※1本/約1ｍ2程度、設置する。
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組立筋加工図(参考図) S=1:20
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鉄筋質量表

本数径
(mm)

長　さ
(mm)

符  号
(kg)(kg/m)

１本当り質量
(kg)
質  量 摘     要単位質量

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

東寺尾橋（上り線）　Ｐ２橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２） S=1:100

東寺尾橋（上り線）　Ｐ２橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その２）

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道 

長 野 工 事 事 務 所

東寺尾橋（上り線）　Ｐ３橋脚　ＲＣ巻立て一般図 S=1:200

東寺尾橋（上り線）　Ｐ３橋脚

ＲＣ巻立て一般図

    3.補強部分(既設面)は、 ＷＪによる表面処理を行うこと。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

東寺尾橋（上り線）　Ｐ３橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１） S=1:100

東寺尾橋（上り線）　Ｐ３橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その１）

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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組立て筋アンカー詳細図(参考図) S=1:4
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注）:( )はフレアー溶接箇所数を示す。
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鉄筋加工寸法表
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θ＝90°
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ａ
径
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a

鉄筋質量表

本数径
(mm)

長　さ
(mm)

符  号
(kg/m)

１本当り質量
(kg)
質  量 摘     要単位質量

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

東寺尾橋（上り線）　Ｐ３橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２） S=1:100

東寺尾橋（上り線）　Ｐ３橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その２）

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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鉄筋 SD345

σck=30N/mm2
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▽356.269

東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚

ＲＣ巻立て一般図

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

上 信 越 自 動 車 道

長 野 工 事 事 務 所

東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚　ＲＣ巻立て一般図 S=1:200

    3.補強部分(既設面)は、 ＷＪによる表面処理を行うこと。

    2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

      施工内容を精査すること。

1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その１） S=1:100

東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その１）

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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20

(M12ネジ加工)

※1本/約1ｍ2程度、設置する。

R39

124

61

61

143

組立筋加工図(参考図) S=1:20
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鉄筋加工寸法表
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ａ
径
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θ＞90°

R=5.5φ

L

L

R

a

b

θ

φ

φ

L

L
b

θ

R

121
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 75

a

鉄筋質量表

本数径
(mm)

長　さ
(mm)

符  号
(kg)(kg/m)

１本当り質量
(kg)
質  量 摘     要単位質量

番

設

名

尺

面

大成エンジニアリング株式会社

の種類図

縮

会計 社名

事 務 所

号面図

施 会工 社名

図   示

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

上 信 越 自 動 車 道 

東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚　ＲＣ巻立て配筋図（その２） S=1:100

東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚

ＲＣ巻立て配筋図（その２）

  1.図面上の既設構造物の出来高に関する寸法は施工

    前に十分確認すること。

  3.RC巻立て工のコンクリート設計基準強度はσck＝

    30N/mm2を標準とし、鉄筋はSD345を使用する。

  4.帯鉄筋はフレアー溶接とし、継手位置は千鳥配置と

  5.鉄筋曲げ加工は鉄筋中心で示している。

  2.既設コンクリートに対する削孔の際には、鉄筋探査

    等を実施して既設鉄筋位置を確認し、既設鉄筋を

　　切断しないように注意すること。

  　すること。

注記）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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平 面 図

正 面 図 側 面 図
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PC鋼材

S=1:50東寺尾橋（上り線）　Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

東寺尾橋（上り線）　Ａ１橋台　

配置図

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg664小計

kg664合計

鉄筋質量合計

D29 5.041020 74 5.14 380

3H D13 440 4 0.438 2

1-1H D16 1.5610000 8 15.6 125

2H D16 1.561170 76 1.83 139

kg380D29
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S=1:50東寺尾橋（上り線）　Ａ１橋台　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

東寺尾橋（上り線）　Ａ１橋台　

配筋図

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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S=1:50東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（起点側）　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（起点側）　

配置図

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

　6.縁端拡幅工及びRC巻立てと、断面修復工が重複している

　　範囲のＷＪ施工数量については、コンクリートはつり工で

　　計上している。
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種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg541小計

kg541合計

鉄筋質量合計

D29 5.041070 58 5.39 313

3H D13 490 4 0.488 2

1-1H D16 1.566000 8 9.36 75

2H D16 1.561220 60 1.90 114

kg313D29
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0.995
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S=1:50東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（起点側）　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（起点側）　

配筋図

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

　6.縁端拡幅工及びRC巻立てと、断面修復工が重複している

　　範囲のＷＪ施工数量については、コンクリートはつり工で

　　計上している。
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S=1:50東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（終点側）　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（終点側）　

配置図

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その１）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

　6.縁端拡幅工及びRC巻立てと、断面修復工が重複している

　　範囲のＷＪ施工数量については、コンクリートはつり工で

　　計上している。
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種別 径 長　　さ 本数 単位質量 質　　量１本当り質量 摘　　要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

鉄筋質量表

kg665小計

kg665合計

鉄筋質量合計

D29 5.041020 74 5.14 380

3H D13 440 4 0.438 2

1-1H D16 1.5610000 8 15.6 125

2H D16 1.561170 76 1.83 139

kg380D29

kg283D16

0.995

1-2H D16 1.561530 8 2.39 19

kg2D13

S=1:50東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（終点側）　縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（終点側）　

配筋図

　1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2とし、

　　鉄筋はSD345を使用する。

　3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反映

　4.既設コンクリート表面は、新旧コンクリートの付着性

　5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を避け

注記）

　　をよくするため、WJによる表面処理を行うこと。

　　て施工のこと。

　　のこと。

縁端拡幅工Ｂ　詳細図（その２）

2.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

　6.縁端拡幅工及びRC巻立てと、断面修復工が重複している

　　範囲のＷＪ施工数量については、コンクリートはつり工で

　　計上している。
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S=1:50東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｃ１－Ｉ１　構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）　

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    施工内容を精査すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｃ１－Ｉ１　構造詳細図（その１）　
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上部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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S=1:25東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｃ１－Ｉ１　構造詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

上部工ブラケット詳細図

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干渉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）　

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｃ１－Ｉ１　構造詳細図（その２）　
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下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

　1 - BASE PL  400×22× 750 

  2 - RIB  PL  130×22× 200

  6 - アンカーボルト D35 x 625(SD345)

  6 - NUT M33(第1種)(SS400)

  6 - NUT M33(第3種)(SS400)

  2 - RIB  PL  130×22× 167

  1 - TOP  PL  378×25× 710

  2 - RING PL  260×22× 260

1個所当たり材料：製作数1基

A - A B - B

C - C

type-1 type-2

FP

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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100
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(M33ネジ切り L=100)

3種ナット(M33用)
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座 金
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D - D

　1 - BASE PL  400×22× 750 

  2 - RIB  PL  130×22× 200

  6 - アンカーボルト D35 x 625(SD345)

  6 - NUT M33(第1種)(SS400)

  6 - NUT M33(第3種)(SS400)

  2 - RIB  PL  130×22× 167

  1 - TOP  PL  378×25× 710

  2 - RING PL  260×22× 260

1個所当たり材料：製作数1基

FP

  6 - Washer M33(SS400)   6 - Washer M33(SS400)

5

5 5

5

8 8

5 5

シール材詳細図 S＝1:5

シール材

不陸調整 ベースプレート

20

20

削孔長 535

S=1:25東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）　落橋防止構造Ｃ１－Ｉ１　構造詳細図（その３）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

下部工ブラケット詳細図

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干渉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）　

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｃ１－Ｉ１　構造詳細図（その３）　
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アンカーボルトD35(SD345)
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アンカーボルトD35(SD345)

埋込み長=525mm

チェーン作用時
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下部工ブラケット

下部工ブラケット

落橋防止構造

落橋防止構造

落橋防止構造

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

S=1:60東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（起点側）　落橋防止構造Ｃ１－Ｉ２　構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1：60

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

注記）

　2.既設構造物への削孔の際には、鉄筋探査等を実施

　3.アンカーボルトの定着は、既設構造物より15D

    し既設鉄筋を切断しないよう注意すること。必要

　  (D:アンカー径)以上確保すること。

    に応じて、削孔位置、アンカー位置を調整し部材

    の製作に反映すること。

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

    施工内容を精査すること。

東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（起点側）　

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｃ１－Ｉ２　構造詳細図（その１）　
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緩衝機能付きチェーン詳細図（参考図）

（許容荷重：975kNタイプ）

S=1:25
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上部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

モルタル モルタル 

  5 - アンカーボルト D35 x 675(SD345)
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アンカーボルト D35x640アンカーボルト D35x675

▽下部工天端

無収縮モルタル

平均厚30mm

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの引張力

設計移動量

1450 ｋN

1927 ｋN

 975 ｋN

 553 ｍｍ

S=1:25東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（起点側）　落橋防止構造Ｃ１－Ｉ２　構造詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

上部工ブラケット詳細図

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干渉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（起点側）　

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｃ１－Ｉ２　構造詳細図（その２）　
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下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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アンカーボルトD35x630
(M33ネジ切り L=105)

3種ナット(M33用)

1種ナット(M33用)

座 金

  6 - アンカーボルト D35 x 630(SD345)

  6 - NUT M33(第1種)(SS400)

  6 - NUT M33(第3種)(SS400)

  6 - Washer M33(SS400)8

5

5
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シール材詳細図 S＝1:5

シール材

不陸調整 ベースプレート
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削孔長 535

S=1:25東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（起点側）　落橋防止構造Ｃ１－Ｉ２　構造詳細図（その３）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

下部工ブラケット詳細図

注記）

1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

6.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

4.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　用いる。

　膜厚は、JIS H0401 HDZT77とする。

　ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。

3.工場製作は現場計測の上、最終決定のこと。

5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　実施し、既設鉄筋は切断しないこと。

　また、既設鉄筋と干渉した場合は、断面照査の上に、

　アンカーボルト位置の調整を行うこと。

東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（起点側）　

落橋防止構造Ｃ１－Ｉ２　構造詳細図（その３）　

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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鋼製ブラケット

上部工用

PCより線タイプ
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150 600 450 150
150 450 600 150

死荷重反力

設計水平力

１本当たりの引張力

2750 ｋN

4125 ｋN

2063 ｋN

設計移動量 150　ｍｍ

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その１）

部材配置図　Ｇ２，Ｇ５桁部

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台

S=1:50

図  示

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その１）
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2×4-∅18キリ

314 2264

150

鋼製ブラケット

2-Pl 1150×22×180 (SM490A)

2-Pl 1160×36×400 (SM490B)

1-Pl 1170×45×700 (SM490C)

1-Pl 1000×60×950 (SM490C)

2-Pl 1160×36×300 (SM490B)

2-Pl  204×50×150 (SM490C)

鋼製ブラケット材料（一基当り）

一基当り質量　W=1298.7kg/基

F.PF.P

280

平座金　30×56×4.5（22H）

53.1

4
6

1
9

1
5
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1
8

M30

六角ボルト
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15

12-Bolt M30×150  (強度区分8.8)座金付

2-Pl  500×4.5×13 (SS400)

9

F.PF.P

A－A平面

AA

10

10

F.P

3

支間中央側 桁端側橋軸方向

9
3
0

4
.
5

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺

施工会社名

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その２）

上部工用　鋼製ブラケット　Ｇ２，Ｇ５桁部

S=1:10

上 信 越 自 動 車 道

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台

1:10

5.特記なきスカーラップは50Rとする。

注記）

1.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、

　製作時に鋼材の加工に反映すること。

　（防錆表面処理剤）とする。

3.ボルト類は亜鉛めっき(JIS H 0401,HDZT 49)とする。

2.鋼材は全て亜鉛めっき仕上げ+イオニス・スプレー

4.FP表記のグルーブ溶接は完全溶け込みとする。

　開先形状は指定しない。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その２）

　膜厚は、JIS H 0401,HDZT 77とする。
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アンカーボルト取付詳細図

鋼製ブラケット

アンカーボルト

6-Anc.Bolt D51×935 (SD345)

1-Pl  576×22×700 (SM490A)

1-Pl  680×50×550 (SM490C)

1-Pl 1350×65×780 (SM490C)

6-Nuts    M48 (1種,3種)

6-Washers M48

2-Pl  550×50×110 (SM490C)

2-Pl  654×22×90  (SM490A)

2-Pl  290×22×151 (SM490A)

1-Pl  730×22×700 (SM490A)

2-Pl  400×22×300 (SM490A)

2-Pl  470×22×90  (SM490A)

鋼製ブラケット材料（一基当り）

一基当り質量　W=1092.2kg/基

3
3
9

3
3
9

1
9
4

2
2

2
6
8

2
2

1
9
4

1
4
0

1
4
0

1
5

1
5

2
0
4

200

65

1

1

2
5

2
2

1
5
1

2
2

2
5

9
0

2
5

2
2

1
5
1

2
2

2
5

9
0

5
5
0

10010 100

654

100 100

470

10

200

576

730

75°
0'0"

100

100

44

2

2

3

C20
C20 64

5

70
5

13
50

3

2-Pl  204×50×150 (SM490C)
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孔
径
)
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接着剤注入 樹脂パテ材

(t=5mm)
アンカーボルト
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7
5

3
8

2
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7
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平座金 48×92×8.0(10H)

7
6
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F.P
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F.P

F.P

M48

F.P

7

F.P
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G1桁側 G6桁側

G
1
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G
6
側

1
0

1
0

※アンカーボルトはねじ切り部のみ
溶融亜鉛めっきを施するもとする。

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺

施工会社名

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その３） S=1:10

下部工用　鋼製ブラケット　Ｇ２桁部

上 信 越 自 動 車 道

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台

1:10

5.特記なきスカーラップは50Rとする。

注記）

1.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、

　製作時に鋼材の加工に反映すること。

3.ボルト・ナット類はJIS H8641 HDZT49とする。

4.FP表記のグルーブ溶接は完全溶け込みとする。

　開先形状は指定しない。

6.アンカーボルトは下部工製作時に設置すること。

7.鋼製ブラケットの設置前に樹脂パテ等で不陸調整を

  行うこと。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その３）

　（防錆表面処理剤）とする。

2.鋼材は全て亜鉛めっき仕上げ+イオニス・スプレー

　膜厚は、JIS H8641 HDZT77とする。
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接着剤注入 樹脂パテ材

(t=5mm)
アンカーボルト

6-Anc.Bolt D51×935 (SD345)

1-Pl  576×22×700 (SM490A)

1-Pl  680×50×550 (SM490C)

1-Pl 1350×65×900 (SM490C)

6-Nuts    M48 (1種,3種)

6-Washers M48

2-Pl  550×50×110 (SM490C)

2-Pl  654×22×90  (SM490A)

2-Pl  290×22×151 (SM490A)

1-Pl  730×22×700 (SM490A)

2-Pl  400×22×300 (SM490A)

2-Pl  470×22×90  (SM490A)

鋼製ブラケット材料（一基当り）

一基当り質量　W=1174.9kg/基

2-Pl  204×50×150 (SM490C)

G1桁側 G6桁側

G
1
側

G
6
側

1
0

1
0

※アンカーボルトはねじ切り部のみ
溶融亜鉛めっきを施するもとする。

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺

施工会社名

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台

上 信 越 自 動 車 道

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その４） S=1:10

下部工用　鋼製ブラケット　Ｇ５桁部

1:10

5.特記なきスカーラップは50Rとする。

注記）

1.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、

　製作時に鋼材の加工に反映すること。

3.ボルト類は亜鉛めっき(JIS H 0401,HDZT 49)とする。

4.FP表記のグルーブ溶接は完全溶け込みとする。

　開先形状は指定しない。

6.アンカーボルトは下部工製作時に設置すること。

7.鋼製ブラケットの設置前に樹脂パテ等で不陸調整を

  行うこと。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その４）

　（防錆表面処理剤）とする。

2.鋼材は全て亜鉛めっき仕上げ+イオニス・スプレー

　膜厚は、JIS H 0401,HDZT 77とする。
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組　立　図

PC鋼より線・ナット SWPR 組

PEコート本コイルスプリング

3 SS400,ネオプラス,CRセーフティストッパー 個

2

Ｎｏ 名    称 寸    法 材    質 単 位 備   考

1

防錆支圧板 SS400,ネオプラス 枚4

防錆座金 SS400,ネオプラス 枚

5

ガイドブロック 200x200x150 EPDM 組

8

6

個防錆キャップ (B)

7

緩衝パッキン CR 枚

CRまたはTPE

六角ボルト・ナット

2-座金付
9

個防錆キャップ (A) CR

φ515x650

φ450x42

φ200x34

φ450x165

φ137x294

φ210x220

φ450x25

PW270-G L=2080

バネ鋼

固定プレート付

PEコート、亜鉛めっき

数量

材   料   表（落橋防止構造１基当たり）

部　品　図

PC鋼より線・ナット(PW100)1

防錆座金6防錆支圧板4

ガイドブロック9防錆キャップ(A)7

緩衝パッキン5セーフティストッパー3

防錆キャップ(B)8

コイルスプリング2

φ210

2
2
0

※

※ 固定バンドにより締付ける
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※コイルスプリングのセット高は、282mmとする。

4-∅18キリ C10

(SCM435)
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5

200
ナット

(S45C:亜鉛めっき)

六角穴付止めねじ

(M10)

被覆材

(ポリエチレン樹脂)

ガイドパイプ

下部工側上部工側

※ 固定プレートにより固定する。

∅
4
5
0

9

下部工側上部工側

282 33

45 400 554 300 50

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:10

施工会社名

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その５）（参考図）

PC鋼より線タイプ　Ｇ２，Ｇ５桁部

S=1:10

上 信 越 自 動 車 道

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台

注記）

1.現場実測の上で各製品寸法及び取付位置を

　確認すること。

　ブラケットとの整合を確認すること。

3.下部工側鋼製ブラケットの取り付けの際は、

　不陸材等を使用し設置すること。

2.現場実測の上削孔位置を確認し、下部工側鋼製

4.PC鋼より線の製作は、現場にて取付間距離を

　確認の上、実施すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その５）

（参考図）
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図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺

施工会社名

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その６）（参考図）

くさび形桁定着構造　Ｇ２，Ｇ５桁部

S=1:10

上 信 越 自 動 車 道

1:10

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その６）

（参考図）
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橋軸方向 1010

1
0
5
0

931

G6側　 （一基当り）

1-Pl 230×22×930  (SM490A)

1-Pl 186×22×930  (SM490A)

1-Pl 743×22×931  (SM490A)

16-Bolt M20×45    (強度区分8.8)座金付

1-Pl 186×22×930  (SM490A)

1-Pl 295×22×1018 (SM490A)

1-Pl 284×22×1018 (SM490A)

1-Pl 130×35×890  (SM490B)

一基当り質量　W=995.2kg/基

77

1-Pl 272×22×1018 (SM490A)

1-Pl 670×35×890  (SM490B)

G1側　 （一基当り）

1-Pl 230×22×930  (SM490A)

1-Pl 168×22×930  (SM490A)

1-Pl 750×22×931  (SM490A)

16-Bolt M20×45    (強度区分8.8)座金付

1-Pl 186×22×930  (SM490A)

1-Pl 292×22×1018 (SM490A)

1-Pl 281×22×1018 (SM490A)

1-Pl 130×35×890  (SM490B)

1-Pl 269×22×1018 (SM490A)

1-Pl 670×35×890  (SM490B)

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺

施工会社名

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台　落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その７）（参考図） S=1:10

くさび形桁定着構造　Ｇ２，Ｇ５桁部

上 信 越 自 動 車 道

1:10

5.ハツリ範囲は、くさび板から5mm以上確保すること。

注入前に接着面を清掃すること。

注記）

1.施工着手に先立ち、現地寸法等を確認し、

　製作時に鋼材の加工に反映すること。

3.FP表記のグルーブ溶接は完全溶け込みとする。

　開先形状は指定しない。

4.くさび板挿入部のハツリ作業は、くさび形状になるよう

　十分注意すること。

6.既設桁の下地処理を行うとともに、エポキシ樹脂

7.Ｕ－ウェッジフレームの内側は無塗装とし、

　エッチングプライマー（膜厚15μm）を塗布すること。

9.くさび板挿入部のハツリ作業中に鉄筋が露出した場合は、

  くさび板に鉄筋が緩衝しないように溝を設けて対応の 

8.吊り用孔は、適宜設けてよい。

10.特記なきスカーラップは50Rとする。

11.鋼材の材質は同等以上とする。

  こと。 

東寺尾橋（上り線）　Ａ２橋台

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

落橋防止構造Ｕ１－Ｉ１　構造詳細図（その７）

（参考図）

　（防錆表面処理剤）とする。

2.鋼材は全て亜鉛めっき仕上げ+イオニス・スプレー

　膜厚は、JIS H 0401,HDZT 77とする。
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アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

全周にシーリング 20x20

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

15

15

アンカーバー

死荷重反力

設計水平力

1450 ｋN

1350 ｋN

S=1:50東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｉ１　構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　3.施工数量は、現場計測後に監督員と協議の上決定する

　　きらないようにすること。

　 こと。

東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）

横変位拘束構造Ｍ－Ｉ１　構造詳細図（その１）

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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1基当たり材料：製作数1基

  1 - WEB  PL  316×22× 421
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  1 - LFLG PL  200×22× 830
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(M48ネジ切り L=160)
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下部工アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

M
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3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

座 金

300

7

6 - BN   M16×70(SS400)(1-Uナット,2-W付)

1 - クロロプレンゴム 200×50×800（硬度55°±5°程度） ※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

210

削孔長 775

シール材詳細図 S＝1:5

シール材

不陸調整 ベースプレート

20

20

S=1:25東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｉ１　構造詳細図（その２）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

注記）

1.特記なき材質は全てSM490YBとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作を

3.部材は、溶融亜鉛めっきを施し、膜厚は

　行うこと。

　JIS H 0401による。標準付着量は、鋼材：

　HDZT77とする。

　但し、ボルト・ナット・ワッシャー類及び

　アンカーボルト（埋め込み部を除く）は

　HDZT49とする。

5.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

　用いる。

東寺尾橋（上り線）　Ｐ１橋脚（終点側）

横変位拘束構造Ｍ－Ｉ１　構造詳細図（その２）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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アンカーボルトD51(SD345)

埋込み長=765mm

全周にシール材 20x20

不陸調整樹脂パテ材

t=5mm

アンカーバー

死荷重反力

設計水平力
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1
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S=1:50東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（起点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｉ２　構造詳細図（その１）

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 1:50

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

　2.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を

　　きらないようにすること。

東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（起点側）

横変位拘束構造Ｍ－Ｉ２　構造詳細図（その１）

注記）

　1.既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて、

　　施工内容を精査すること。

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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 20 - PL  115×25× 115 

 20 - アンカーボルト D51 x 910(SD345)

 20 - NUT M48(第1種)(SS400)

  4 - Rib  PL  260×22×1767

　1 - FLG  PL  280×22×1262

  1 - Rib  PL  260×22×1339

1基当たり材料：製作数1基
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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シール材詳細図 S＝1:5
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不陸調整 ベースプレート

20

20

図面の種類

長 野 工 事 事 務 所

東日本高速道路株式会社　関東支社

図面番号

大成エンジニアリング株式会社

事 務 所 名

設計会社名

縮　  　尺 図  示

施工会社名

上 信 越 自 動 車 道

東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（起点側）

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

4.ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作を

3.部材は、溶融亜鉛めっきを施し、膜厚は

　行うこと。

　JIS H 0401による。標準付着量は、鋼材：

　HDZT77とする。

　但し、ボルト・ナット・ワッシャー類及び

　アンカーボルト（埋め込み部を除く）は

　HDZT49とする。

S=1:25東寺尾橋（上り線）　Ｐ４橋脚（起点側）　横変位拘束構造Ｍ－Ｉ２　構造詳細図（その２）

5.FP表記の開先溶接の箇所は、完全溶け込み溶接を

　用いる。

横変位拘束構造Ｍ－Ｉ２　構造詳細図（その２）

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事
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中分

下り線

上り線

KP 125.5

STA.819+80.838

KP 125.5

STA.819+80.838

KP 125.6

KP 125.7 KP 125.8

KP 125.8

KP 125.7

KP 125.6

KP125.319 KP125.819KP125.410
C4C

KP125.375
C4C

KP125.478

ET-JA1

CF-SD1

非常電話設備(下り125-B)

資産管理番号

KP125.513
DL型

KP125.627
CD-ST1

KP125.785
MH

CF-ST1

CD-SD1

可変速度規制標識

資産管理番号

KP125.460

KP125.478

ET-A1
CD-SD1
非常電話設備(上り125-B)

資産管理番号

KP125.4

KP125.4

S50(2) S50(2)

CCP-AP0.65-100P 223.9
S50(2)        61.1

S50(2)          35.0
CCP-AP0.65-100P 223.9

CCP-AP0.65-100P 223.9
S50(2)        68.0 CCP-AP0.65-30P    

PS25(2),50(3) 12.2

CCP-AP0.65-30P 12.2
VE28(2)        7.1

CCP-AP0.65-30P 19.8

PS25(3)        12.7

CCP-AP0.65-70P 230.5

PS50(3)        13.6

CCP-AP0.65-70P 230.5

PS50(3)        7.4CCP-AP0.65-10P  34.9

44-48SM+4K-WBB2  1881.0

CCP-AP0.65-80P 161.2

VE54(2)       149.0

CCP-AP0.65-80P 164.9

VE54(2)       157.5

VE54(2)        28.5

CCP-AP0.65-70P 230.5

PS50(2)

S50(2)

CCP-AP0.65-20P

FP30(2)   28.0
CCP-AP0.65-10P

PS25(2)50(3)

SC-VVR3.5sq-2C

VVR3.5sq-2C

VE28(2)
VVR3.5sq-2C

PS25(3)
VVR3.5sq-2C

SC-VVR3.5sq-2C
VE28(2)

FP30(2)

V

A

J

TC

気50

：J型情報板

：可変式速度規制標識

：非常電話

：交通量計測設備

：路車間情報設備

：気象観測設備

非 ：非常電話標示灯

：A型情報板

広 ：広域情報板

HR ：ﾊｲｳｪｲﾗｼﾞｵ設備

：CCTV設備ITV

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（Pb-12-Ⅴ-NH220W）

外 ：外照標識

内 ：内照標識

C ：C型情報板

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH360W）

：道路照明（P-12-Ⅴ-NH220W）

：道路照明（Pb-10-IV-NH220W）

：庭園灯

：分岐点点滅灯 ：高圧引込柱

：信号機

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF1000W）

：電気用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

：通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 降 ：降雪深計

電 ：電話BOX

：道路照明（Pb-13.5 HF1000W×3）

：道路照明（P-10-IV-NH220W）

：道路照明（P-13.5-Ⅴ-HF700W）

：道路照明（Pb-10-IV-LED）

予 ：ETC予告無線装置

：B型情報板B

D ：D型情報板

：トンネル非常電話設備

凡　例

50

50

50

50

D

D

D

長野 3-1

VVR3.5sq-2C,IV3.5sq
VE28(1)

VE28(1)
CCP-AP0.65-10P

KP125.462
EA-C1

VE28(2)

KP125.516
EC-C2

KP125.663
輝度計

EB-C2

KP125.753
EE-C2

VE54(1)
SC-VVR3.5sq-3C,IV3.5sq

KP125.779
MH EM1-SD5

KP125.812
MH EM1-SD5

SC-VVR3.5sq-3C
直埋

SC-VVR3.5sq-3C
直埋

VVR3.5sq-3C
PS25(1)

VVR8sq-3C
VE54(1)

VVR8sq-3C
GP50(1)

125.4KP～125.8KP東寺尾橋　配線系統図（参考図）

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社ネクスコ東日本エンジニアリング

－

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社

長野工事事務所

上 信 越 自 動 車 道

豊 洲 高 架 橋 耐 震 補 強 工 事

東寺尾橋　配線系統図（参考図）
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